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研究課題 Society5.0 時代を見通し、自らの生き方を創造する生徒の育成 

副題 多面的・多角的な見方を促し、生徒の考えを深める生成 AI の活用 

キーワード 生成 AI 多面的・多角的 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

学校/団体名 公立新潟市立小新中学校 

所在地 〒950-2024 新潟県新潟市西区小新西 3 丁目 18 番 1号 

ホームページ http://www.koshin-j.city-niigata.ed.jp 

 

１．研究の背景 

本校では、Society 5.0 時代を見据え、自らの生き方を創造できる生徒の育成を目指し、3 年

間の総合的な学習の時間における統一テーマとして「ロボット・AI」を設定している。その実

現のため、総合的な学習の時間を中心に、教科を横断した学習の工夫を行っている。1 年生では

「防災と福祉」、2 年生では「職業と地域文化（特に食や農）」、3 年生では「SDGs や Society 5.0、

ロボット」に関する探究を進めている。さらに、3 年生の後期には、中学時代の学びの集大成と

して、2040 年に故郷が災害に見舞われたという想定のもと、小説を 4～5 人のグループで共同

制作している。この小説では、地元の人々が協力しながら、ロボット・AI やアプリケーション

を効果的に活用し、さまざまな困難を乗り越えていく姿が描かれる。しかし、生徒一人ひとりに

端末が支給され、学習が深まるにつれて、生徒が入力する情報量が増加し、教職員が作品を十分

に評価・分析することが難しくなっている。取り組みに対する適切な評価や価値付けが行われな

い場合、生徒の学習意欲にも影響を及ぼす可能性がある。教員の働き方改革を進めながら、教育

の質を向上させるための実践研究や工夫が求められている背景がある。 

 

２．研究の目的 

令和 5 年 7 月、文部科学省は「生成 AI の利用に関する暫定的なガイドライン」を公表した。

しかし、学校現場での生成 AI の利活用に関する実践研究は始まったばかりであり、本校でも活

用はほとんど進んでいない。生成 AI は強力なツールである一方、生徒が単に正解を得る手段と

なる懸念がある。しかし、適切に使用すれば、多様な考えを整理し、個別の助言や評価を実現す

る可能性も秘めている。1 人 1 台端末の普及に伴い、教員が扱う情報量が増える中、学校現場に

おける有効な活用モデルの提示と、生成 AI 活用が生徒の学びに向かう力、人間性等に与える影

響、特に効果の検証が、本研究の目的である。 

 

３．研究の経過 

 ４月 オリエンテーション：成長力のデータを収集①。 

 ５月 職員研修の実施：生成 AI 利活用の共通理解を図る。道徳での AI 利活用開始。 

 ６月 AI 生徒利用に関する保護者同意書の取得。定期試験：家庭学習力のデータを収集①。 

 ７月 AI に関する講演会・シンポジウム。成長力のデータを収集②。 

 ８月 夏休み課題「AI 活用レポート」の実施。試験勉強に AI を活用し、その効果を検証。 

 ９月 定期試験：家庭学習力のデータを収集②。各教科で生成 AI を活用した授業を実施。 
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１０月 生成 AI をアイデア出しやイラスト制作に活用（総合的な学習の時間）。 

    ３年生による「未来防災小説」の共同執筆開始。 

１１月 各班の小説に対する生成 AI によるアドバイスを配布。成長力のデータを収集③。 

    定期試験：家庭学習力のデータを収集③。 

１２月 生成 AI による「未来防災小説」の誤字・脱字点検。 

 ２月 生徒による未来防災小説の最終チェック。家庭学習力・成長力のデータを収集④。 

 ３月 アップルブックへの未来防災小説（３冊）の掲載。実践事例（４篇）の本校 HP 掲載。 

 

４．代表的な実践 

(1) 道徳：多面的・多角的な見方や考え方を促す生成 AI 

教師は、あらかじ

め生成AIに道徳教材

を読み込ませ、問い

に対する代表的な回

答を 10 個、生成させ

た。ものごとを多面

的、多角的に捉えた

回答を生成するよう

に指示した。生徒は、

自分なりの回答を考

えた後、AI が生成した回答を「なるほど」と共感するか、あまり共感しないか。そういう

考えもあると思っていたか、思っていなかったかの観点で、それぞれを座標軸に配置して

いく。生成 AI の回答を吟味することにより、多面的、多角的にものごとを捉えられるよう

になり、深い考えへとつながった。生成 AI の回答を鵜呑みにせず、吟味する活動は、情報

リテラシーの観点からも意義が感じられた。 

教材によっては、生徒に道徳教材の望ましい続編を考えさせた。登場人物たちがよりよ

く生きるためには、どの

ような行動をすべきか

を想像した。話し合いの

結果は生成 AI を用いて

集約し、最終的には、生

徒の考えを反映させた

物語の続きを生成 AI に

作成させた。 

物語の続きは学級だ

よりとしてまとめ、振り

返りに活用した。 
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(2) 学級活動：家庭学習の振り返りに対するアドバイスを生成 AI を活用して作成。 

家庭学習の取組を自己評価し、改善

につなげる学級活動で、生成 AI を活

用した。前時に行ったアンケート結果

を生成 AI に読み込ませ、個に応じた

肯定的な評価や励まし、助言を生成し、

配布した。 

授業では、友人からの意見に加えて、

生成 AI の励ましや助言を吟味しなが

ら、自分なりの改善策を考えた。生成 AI をアンケート分析に加えることで、中学生同士の

話し合いでは見られない他の視点や広い視野を生徒は得ることができた。 

 

(3) 総合学習：AI リテラシー教育におけるシンポジストを生成 AI が代行 

家庭学習や授業で生成 AI を活用する前に、学年でシンポジウムを行った。生成 AI のど

のような使い方が自分のためになり、どのような使い方が自分のためにならないのかを話

し合った。シンポジウムでは、生成 AI を教職員が操作し、パネリスト役をしてもらった。 

生徒、教職員に加え、生成 AI を酸

化させることで、話し合いの視点が

広がり、話し合いに深まりが生まれ

た。生成 AI の専門家を依頼すること

は、様々な制約があるが人工知能は、

容易にパネリスト役を引き受けてく

れる簡便さがあった。 
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(4) 総合学習：AI 利用で感じたメリットとデメリットをまとめた「AI 活用レポート」 

中学 3 年生を対象に、「AI 活用

レポート」を夏休み課題にした。

3 年生は、前期期末試験や高等学

校入試対策に取り組む際、生成

AI を積極的に活用し、そのメリ

ットとデメリットをレポートに

まとめた。生成 AI を活用する教

科や単元・内容、レポートをまと

める際のアプリケーションも生

徒自身に選択させた（個別最適な

学び）。一方で、作成されたレポ

ートは保護者の前で発表し、生成 AI のよりよ

い使い方について家族で話し合いも行った

（協働的な学び）。生徒は AI を学習に活用す

ることで、理解できない学習内容を、いつで

も、納得ができるまで聞くことが可能となり、

積極的に活用していた。 

(5) 各教科：生徒の考えを深める生成 AI の活用 

ア 社会 

未来の日本について AI を活用しながら考察した。未来の日本が直面する可能性の

ある問題（政治・労働力・環境・エネルギーなど）に対する解決策を検討した。 

イ 理科 

ダニエル電池の学習において、生成 AI を活用して学習を深めた。生徒は事前にダニ

エル電池とは何かを考え、その後、ChatGPT に対してダニエル電池の仕組みやイオン

化傾向について質問し、情報を得た。生徒は生成 AI に対して「ダニエル電池について、

中学 3 年生が理解できるように、ポイントを 3 つ挙げて

ください。」などの条件をつけて、わかりやすい解説を

もらうことで、知識を深めた。 

ウ 技術 

プログラミングの単元で 生成 AI を活用してロボッ

トの動作プログラムを作成・検証する活動を行った。①

マイクロビット（micro:bit）やマックイーン（Maqueen）

などの小型ロボットを活用したプログラミング、②アク

ティビティ図（フローチャート）を作成し、ロボットの

動作を設計、③JavaScript などのプログラミング言語を

使用して、ロボットの制御プログラム作成、等を行った。 
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(6) 総合学習：生成 AI を活用した未来防災小説の共同編集 

未来防災小説づくりに生成 AI を活用することで、未来の姿を多面的、多角的に捉え、

Society5.0 において人々がテクノロジーと共存しながら、様々な課題解決に取り組んでい

る姿を小説に盛り込んだ。主な生成 AI の活用場面は、以下の通りである。 

ア 発災時の困りごとを想定する際に、生成 AI を活用して考えを深める。 

2040 年に新潟市が自然災害に見舞

われた際に、人々はどのようなことで

困るのかを生成 AI を活用して深く考

えた。生徒は生成 AI に対して自分の考

え（ピンク）を伝えた後、それ以外の

困りごとを列挙させた（黄）。2040 年

の未来だから懸念されること（緑）、新

潟市だから懸念される困りごと（青）

を深堀させた。生成 AI との対話を通し

て、発想が広がり、発災時に懸念される被害を多面的に捉えることができた。 

イ 防災や福祉に役立つロボット・アプリの完成予想図を AI でイラスト化。 

2040 年に新潟市が被災した時の困

りごとを踏まえ、防災や福祉に役立つ

ロボットやアプリケーションを企画し

た。企画した製品は生成 AI を活用して

イラスト化した。生成 AI は質の高いイ

ラストの候補を瞬時に複数、提示して

くれた。生徒は、自分の意図したイラ

ストを生成 AI に作成させるために、言葉を選び、根気強く、プロンプトを工夫して

いた。例年であれば、手書きの完成予想図を見せたがらない作画が苦手な生徒も、生

成 AI を活用することで、抵抗感なく完成予想図を作成することができた。 

ウ 原稿へのアドバイス・校正を、生成 AI を活用して行う。 

執筆途中の小説を生成 AI に読み込ませ、校正のたたき台をさせた。小説の優れて

いる点を積

極的に指摘

するととも

に、具体的

で、建設的

な提案を各

班に提供す

ることがで

きた。 
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５．研究の成果 

(1) 職員アンケートで生成 AI 活用の利点が、明確化 

職員アンケートを集約すると、教育効果をもたらす生成 AI の役割が明らかになった。 

ア 多面的・多角的な見方を補完する役割。 

生徒は様々な場面で話し合いを行う。しかし、多くは同年代の生徒同士で行われる。

AI の活用は、生徒にはない視点を提示し、多面的・多角的な見方を促した。 

イ 生徒の挑戦する抵抗感を軽減し、深い学びを実現する役割。 

 理解できないこと、苦手なことに対する抵抗感を軽減している。生徒は分からない

問題を AI に気兼ねなく聞き、手書きの作画が苦手な生徒も AI で作画に取り組んだ。 

ウ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る役割。 

個別の関心や疑問に対して、生成 AI の迅速な回答や効率的な学習サポートは生徒

の学習意欲を高めた。学びの個性化や指導の個別化が求められる中で、生成 AI は、

令和の日本型学校教育の実現に大きく寄与するものだと感じられた。 

(2) 「成長力アンケート（早稲田大学：田中博之氏考案）」から読み取れる成長 

学びに向かう力、人間性等を測る指標として、１年間の学年平均を比較した。自己成長

力に関わる質問項目に対して、生徒が自己評価するもので数値が高くなるほど、成長して

いると捉えられる。特に下記の６項目に顕著な伸びがみられた。生徒が目標を定め、挑戦

し、失敗から学ぶたくましさを身に付けてきたことがうかがえる。 

①目標 自分が達成したい目

標を新しく決めたり、レベル

アップしたりしています。 

 

②発見 自分がなんのために

生きているのか生きるべきな

のかを考えています。 

 

③挑戦 経験していないこと

でも自分にとって大切なこと

には挑戦しています。 

 

④学び 失敗してもくよくよ

せずに、失敗に学んで成長す

ることができます。 

 

⑤評価 自分の成長は自分に

とって満足できるものかどう

か、いつもふり返っています。 

 

⑥促し 自分のことばかりを

考えるのではなく人の成長を

促すように心がけています。 
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(3) 「家庭学習力アンケート（早稲田大学：田中博之氏考案）」から読み取れる成長 

家庭学習力を測る指標として、３年間の学年平均を比較した。令和６年度は、より目標

が定まり、自立した学習者へと育ちつつあることがわかる。 

◎将来やりたい仕事や進学先など

の夢を持って学習しているかを示

す項目。2.6 前後とやや低めのスタ

ートでしたが、最終的には 3.1 を超

えてきた。自分の将来像を少しずつ

具体的に思い描き、モチベーション

につなげる力が高まっていると推

測できる。 
 

◎家でも辞書を引いたり、インター

ネットでわからないことを調べた

りする習慣を問う項目。2.8〜2.9

から始まり、最後には 3.3台にまで

到達しています。主体的に情報を集

め、疑問を解決する探究心やリサー

チ力が向上していると言える。 

 

◎ページ数・問題数・時間・点数な

ど、やりとげる目標を決めて学習し

ているかの項目。3.0 程度から始ま

り、最後には 3.3 台まで上昇してい

る。達成すべき具体的なゴールを設

定し、計画的に進められる力が高ま

ってきたことがうかがえる。 

 

 

(4) Society5.0 時代を見通し、自らの生き方を考察する生徒の姿（生徒：記述） 

3 年間の学習を通して、生徒がどのように未来を見通し、どのような生き方をしていきた

いのかを 1 人 1 人から作文にしてもらった。多くの生徒が、テクノロジーと共存しつつ、

人間らしさ、人とのつながりを大切にしたいと書かれていた。以下は代表例である。 

【生徒 A の振り返り】 

私は、Society 5.0 時代において、自分らしさや人間らしさを大切にした生き方を創造してい
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きたいと考えている。AI の発展により、これまで以上に AI が担える領域が広がることで、人

間ならではの感情や経験を通じた思考、さらには恋愛や喧嘩といった人間独自の営みの価値が、

より一層重視されるようになるだろう。また、AI がさまざまな作業を担う時代だからこそ、私

は自分の好きなことを追求し、より自由な生き方を実現したい。しかし、AI の進化によって人

間の役割が減少するのではないかという懸念もある。仕事や日常生活の多くが自動化される中

で、私たちは「何をするか」ではなく、「どう生きるか」が問われる時代を迎えている。AI に任

せられることが増えたからこそ、人間はより自由に、自分自身の価値観に沿った生き方を選択

できるのではないかと考える。しかし、長年「効率化」のために働いてきた人々が、突然多く

の自由な時間を得たとき、その時間をどのように活用すべきか戸惑うこともあるだろう。だか

らこそ、「考えること」を大切にしたい。たとえ AI が情報処理の速さや多様性の面で優れてい

たとしても、人間には経験に基づく思考力があり、また恋愛や喧嘩といった、人間にしかでき

ない営みがある。私は、AI とは異なる視点から物事を考えられる存在としての自信を持ち、テ

クノロジーが溢れる社会においても、自分の意思を持ち、何が大切かを自分で決める力を磨い

ていきたい。Society 5.0 は「人間中心の社会」を目指しているとされる。その実現のためには、

単に便利なテクノロジーを享受するだけではなく、AI とどのように共存し、人間同士の関係性

をいかに築いていくかを考える必要がある。たとえAIが感情を理解するようになったとしても、

結局のところ、「人と人とのつながり」に勝るものはないと私は信じている。将来、どのような

社会になろうとも、私は「人と人とのつながり」を大切にし、温かみのある生き方を創造して

いきたいと考えている。 

 

６．今後の課題・展望 

 今年度、総合的な学習の時間・学級活動・道徳等における実践を通して、生成 AI の活用が多

面的・多角的な見方を促し、生徒の考えを深めることが分かった。今後、本校では活用範囲を広

げ、校務、及び各教科における有効な活用事例の創出が課題である。特に生徒の生成 AI への依

存防止に配慮しつつ、学力向上に有効な AI 活用を展望している。 

 

７．おわりに 

本実践研究の意図・目的に賛同していただき、実践研究助成をしていただいたパナソニック教

育財団に感謝申し上げる。助成がなければ、このような実践研究は行うことができなかった。ま

た、瀬戸崎典夫先生（長崎大学）、田中博之先生（早稲田大学）からは、実践研究に対して、数

多くの助言をいただいた。感謝申し上げる。 
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